
【令和４年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都奉仕・ボランティア教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約２年間、本研究会として、第 46回全国高等学校総合文化祭東京

大会「ボランティア部門」の生徒実行委員会に関わった。ボランティ

ア経験のない生徒たちが、本大会の企画・運営を通して、どのように

社会と向き合い、何を学んだか、レガシーとして何を残せるか分析す

ることを研究の目的とした。アンケートを実施し生徒の行動の変容を

分析し、研究紀要等で情報を発信しボランティア活動や社会に関わる

活動に主体的に取り組む大切さを発信し、広く普及・啓発させる。 

また、都立学校における「人間と社会」の体験学習等が、コロナ禍

において大きく様変わりしている。「人間と社会」における指導法を

学ぶとともに、体験学習の在り方について研究を行い、研究紀要等で

広く普及・啓発できるよう、素材集めに努めていく。 

Ⅲ 研究の方法 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

 

研修主題 生徒が主体的に行う社会貢献活動について 

～総文祭、コロナ禍における特色ある活動～ 

 本研究会は、平成 23年度に教科・科目「奉仕」における授業実践と、

「社会の一員の自覚」と「規範意識と社会貢献意識の醸成」等を目的に

発足し、11 年目を迎えました。 

これまで「ボランティア教育」に関心をもつ教育者や、ボランティア

関係団体の方々が集まる研究会として活動しています。 

令和２年から令和４年前期は、第 46 回全国高等学校総合文化祭東京大

会（以下、総文祭という）「ボランティア部門」の委員として研究会が

関わりました。研究会の公式Ｗｅｂページにて様々な情報発信を行って

います。 

①総文祭、実行委員会（教員）及び生徒実行委員会で、生徒が主体

となって取り組める活動を提案、指導していく。その際に、達成

感や成就感を育む仕掛けを構築していく。 

②「人間と社会」において、調査・研究している第一人者を招き、

指導法や体験学習についての研修会を企画する。その際に、意見

交換をできる場面を作る。 

③主題に関する情報を、各区市町村ボランティア・市民活動センタ

ーや、関係ＮＰＯの協力を得ながら収集に努め、月例会等に生か

していく。 

 

①総文祭、部門別実行委員会の運営と、生徒が主体的に関われる

生徒実行委員会のファシリテートを行う。 

②総文祭後に生徒実行委員会でアンケートをとり、生徒の変容等

を見取り、結果の分析を行い、紀要等で発信していく。 

③高等学校における「人間と社会」の指導法、コロナ禍等におけ

る体験学習の実施方法について、研究を行っている第一人者を

招き、講演及び意見交換を通して学ぶ。 

④１年間の成果を研究紀要にまとめ、都立学校及び本研究会のＷ

ｅｂページに掲載する。 
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Ⅴ 研究の成果と課題（まとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 団体の取組 

Ⅶ 実践事例 

 

＜連絡先＞ 

団体名 東京都奉仕・ボランティア教育研究会 

代表者 

所属 東京都立上野高等学校 

職 氏名 統括校長 吉田 寿美 

連絡先 03-3821-3706 

事務局 

所属 東京都立赤羽北桜高等学校 

職 氏名 主幹教諭 正木 成昭 

連絡先 03-5948-4390 

 

＜成果＞ 

①総文祭を滞りなく進行し、フィールドワーク（４分野）内で多

くの成果物を得ることができた。 

②「人間と社会」の研究に携わる大学准教授を 

講師として招き、研修会を設定できた。 

③情報共有の場として、本研究会のＷｅｂページ 

を更新し、過去３年間の研究紀要（ＰＤＦ）を 

アップし、広く都民に普及・啓発できた。 

＜課題＞ 

①ボランティア活動等と探究活動をどのように結び付けていく

か、実際に行っている学校等を調査し、情報を得ていく。 

②奉仕・ボランティア活動の推進者を研究会として育成できる研

修会等を検討していく。 

③特別活動において、ボランティア教育を推進している学校の調

査を行い、効果的な指導法等を共有していく。 

 

 今年度は、実践事例として挙げられるものはないが、過去に

は、認定ＮＰＯ団体と協力し、東京都教育委員会の後援で、スク

ールボランティアサミットを開催していた。 

 また大学准教授を招いての研修会も実施をしている。 

研究紀要を作成し、奉仕・ボランティア 

教育に関する情報の発信を行っている。 

 研究紀要には、実践事例なども掲載 

している。本研究会のＷｅｂより御覧 

ください。 

 

 

 

 

（東京都奉仕・ボランティア教育研究会Ｗｅｂページ） 

①月１回の月例会を実施するよう、計画している。 

②年に１回、奉仕・ボランティアに関わるイベント等を企画・運

営を行っている。（今年度は、「人間と社会」に関する指導法と

体験学習の取組事例に関する研修会） 

③研究会のＷｅｂページで情報の発信を行っている。 

④年に１度、研究紀要を発行し、都立学校等に配布し、今年度か

ら本研究会Ｗｅｂページでも公表を行っている。 

 


